
　
図
①
の
と
お
り
、
国
の
方

針
に
沿
っ
た
全
国
一
律
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
た
時
代
は
、「
方

針
に
沿
っ
た
、
無
駄
の
な
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
か
」
と
い
う
監
視
の
役
割

が
、
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
方
分
権
が

進
ん
だ
現
在
で
は
、
独
自
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ

る
時
代
で
す
。

　
近
年
の
議
会
に
は
、
従
来

の
役
割
に
加
え
、
行
政
へ
の

「
提
言
型
議
会
」
の
転
換
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
滝
沢
市
議
会
で
は
、
そ
の

よ
う
な
議
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
政
策
提
言

型
議
会
の
実
現
を
め
ざ
す
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
市
民
の
声
を

聞
く
こ
と
を
意
識
し
た
「
議

会
報
告
会
」
や
「
各
種
懇
談

会
」
の
開
催
。
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
を
意
識
し
た
「
通

年
議
会
」
の
導
入
。
ま
た
論

点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
意

識
し
て
、
議
場
で
の
質
疑
の

際
に
「
市
当
局
に
反
問
権
」

を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
今
後

継
続
し
て
実
行
す
る
こ
と
を

ル
ー
ル
と
し
た
も
の
が
「
議

会
基
本
条
例
」
で
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
議
員
自
ら

が
発
議
し
、
市
民
の
皆
様
と

お
約
束
す
る
形
と
し
ま
し
た
。

め
ざ
す
議
会
像

必
要
な

議
員
定
数
は

必
要
な

議
員
報
酬
は

議
会
の
改
革
は

議
会
評
価
が

な
ぜ
必
要
か

議
会
の

評
価
結
果

今
後
進
む
べ
き

方
向
性

　「
監
視
型
」で
あ
れ
ば
、「
３
」

は
十
分
に
満
足
で
き
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、「
提
言
型
」
を

め
ざ
す
以
上
、
な
お一層
の
改

善
（「
４
」
や
「
５
」
へ
の
到

達
を
め
ざ
し
た
活
動
）
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
今
後
力
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
野

が
、
議
会
評
価
を
通
じ
て
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
論
の
結
果
、
常

任
委
員
会
の
数
を
現

状
通
り
３
委
員
会
体

制
と
す
る
と
、
あ
る

べ
き
議
員
定
数
は

「
22
〜
25
名
」
が
望
ま

し
い
と
し
ま
し
た
。

　
議
論
の
結
果
、「
提

言
型
議
会
の
実
現
」

を
前
提
と
し
た
場
合
、

あ
る
べ
き
議
員
報
酬

は
「
現
状
か
ら
の
増

額
」
が
望
ま
し
い
と

し
ま
し
た
。

　
議
論
の
結
果
、
当

面
の
あ
る
べ
き
議
員

報
酬
額
は
、
月
額
３２

万
９
千
円
（
現
行
は

２９
万
３
千
円
）
と
試

算
し
ま
し
た
。

　
議
論
の
結
果
、
当

面
の
定
数
は
２０
名
が

妥
当
と
し
ま
し
た
。

　次
の
よ
う
な
議
論
も
同

時
に
行
い
ま
し
た
。

●
財
政
的
な
事
情
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

●
議
会
評
価
の
結
果
と
定

数
の
あ
り
方
を
連
動
さ

せ
、
め
ざ
す
議
会
像
に

向
け
た
改
革
を
維
持
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
定
数
の
議
論
は
、
議
会

評
価
の
結
果
を
示
し
市

民
に
見
え
る
形
で
行
う

べ
き
。

　具
体
的
な
金
額
は
、
全
議

員
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績

や
、
今
後
の
議
会
活
動
計
画

か
ら
算
出
し
ま
し
た
。

　次
に
、
そ
の
結
果
を
、
市

長
の
報
酬
額
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
積
算
い
た
し
ま
し
た
。

（
図
③
の
と
お
り
）

滝沢市議会の現状と課題滝沢市議会の現状と課題

市民と語る議会フォーラム市民と語る議会フォーラム
～ワールドカフェで101人の活発な意見が～

議会報告会 －おでんせ会議－議会報告会 －おでんせ会議－
～13会場20自治会で194人が意見を出し合う～

「議会フォーラム」と「議会報告会」で、ご意見をいただきました。

議会改革を
市民とともに考えました

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
滝
沢

市
議
会
の
現
状
と
課
題
」
の

説
明
の
あ
と
「
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
方
式
」
で
の
話
し
合
い
を

行
い
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、「
議
会
に
期
待

す
る
こ
と
（
感
じ
る
こ
と
）」

「
議
員
の
定
数
・
報
酬
に
つ
い

て
」
で
す
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
は
、

参
加
者
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
て
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
し

合
い
を
行
い
、
模
造
紙
に
書

き
出
し
ま
す
。

　
次
に
、
各
テ
ー
ブ
ル
１
人

が
残
り
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替

え
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
に
残
っ
た

人
は
、
後
か
ら
入
っ
た
メ
ン

バ
ー
に
話
し
合
い
の
内
容
を

伝
え
ま
す
。

　
続
い
て
、
後
か
ら
入
っ
た
人

た
ち
が
、
自
分
が
い
た
テ
ー

ブ
ル
の
話
し
合
い
の
内
容
を

伝
え
ま
す
。
こ
う
し
て
、
１
つ

の
会
場
で
よ
り
多
く
の
人
た

ち
と
、
多
く
の
意
見
交
換
が

で
き
る
手
法
で
す
。

　
５
月
24
日
か
ら
６
月
３
日

ま
で
、
市
内
13
会
場
で
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
員
が
３
班
編
成
で
各
会

場
を
訪
問
。
今
年
は
「
お
で

ん
せ
会
議
」
と
銘
打
っ
て
、

参
加
者
が
気
軽
に
意
見
を

言
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
と
し

て
、初
め
て
「
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
」
形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
５
〜
６
名
で
１
つ
の
テ
ー

ブ
ル
を
囲
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、「
滝
沢
市
議
会
の

現
状
と
課
題
」
の
報
告
に
続

き
、「
提
言
型
議
会
」
や
「
議

員
の
定
数
・
報
酬
」
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
今
後
の
検
討
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う

初
め
て
の
試
み
に
戸
惑
い
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
反

省
点
を
確
認
し
、
今
後
も

気
軽
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

議会に期待する（感じる）こと議会に期待する（感じる）こと議員の定数・報酬について議員の定数・報酬について議員の定数・報酬について議員の定数・報酬について提言型議会について提言型議会について

　今
後
、
更
に
議
会
評
価

の
質
を
高
め
、
よ
り
市
民

に
密
着
し
た
議
会
活
動
を

行
う
た
め
に
は
何
が
必
要

か
、
議
会
の
中
で
い
ろ
い
ろ

議
論
し
て
い
ま
す
。

　「議
員
定
数
」
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

●
現
在
、
課
題
解
決
に
向
け

た
調
査
研
究
を
行
う
「
常

任
委
員
会
」
の
数
は
３
委

員
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
６
〜

７
名
で
構
成
。

●
今
後
、
よ
り
高
度
な
議
論

を
行
い
、
複
数
の
調
査
を

同
時
並
行
し
て
行
う
た
め

に
は
、
１
委
員
会
「
７
〜

８
名
」
が
必
要
で
あ
る
。

●
広
い
範
囲
の
課
題
解
決
を

調
査
研
究
す
る
に
は
、
従

来
通
り
３
委
員
会
の
体
制

が
必
要
で
あ
る
。

　議
員
定
数
の
議
論
と
同
時

に
、「
議
員
報
酬
」
に
つ
い

て
も
次
の
よ
う
な
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

●
以
前
は
、
議
会
の
会
期
中

で
あ
る
３
月
、
６
月
、
９

月
、

１２
月
を
基
本
と
し
て

活
動
し
て
き
た
。

●
変
化
が
激
し
い
時
代
で

は
、
常
に
議
会
も
対
応
で

き
る
必
要
が
あ
る
た
め

「
通
年
議
会
」
を
導
入
。

●
そ
の
結
果
、
議
員
の
活
動

量
は
大
幅
に
増
加
し
た
。

実
際
当
議
会
で
は
、
以
前

に
比
べ
て
会
議
の
回
数
は

「
１
・
８
倍
」
に
。

●
こ
の
こ
と
か
ら
、
議
員
の

「
専
業
化
」
の
議
論
は
、

今
後
避
け
ら
れ
な
い
。

●
専
業
化
と
な
っ
た
際
、
そ

れ
に
見
合
う
報
酬
で
な
け

れ
ば
、
実
態
と
の
整
合
性

が
と
れ
な
く
な
り
、結
果
、

議
員
の
な
り
手
不
足
が
想

定
さ
れ
る
。

　
議
員
報
酬
は
、
活
動
量

に
よ
っ
て
算
定
し
た
報
酬
額

と
、
議
会
評
価
の
結
果
を

み
な
が
ら
、
常
に
市
民
の

意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
の
成
果
を
市

民
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
市

民
の
求
め
て
い
る
こ
と
を
行

政
が
実
行
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
議
会
自
ら
市
民
の
声
を

聞
き
、
監
視
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
政
策
提
言
等
も
行
う

「
提
言
型
議
会
」
を
め
ざ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
議
会
の
役

割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の

仕
事
ぶ
り
を
自
ら
評
価
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
議
会
を
評
価
す
る
仕
組
み

は
全
国
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

滝
沢
市
議
会
独
自
の
基
準
で

取
組
み
ま
し
た
。

　
26
年
度
は
「
市
民
参
加
」

「
課
題
解
決
能
力
」「
意
思
決

定
能
力
」「
透
明
性
」
の
４
つ

の
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
５
段
階

で
評
価
し
ま
し
た
。

「
５
」
理
想
の
議
会
像

「
４
」
十
分
良
好
な
状
態

「
３
」
概
ね
良
好
な
状
態

「
２
」
改
善
が
必
要
な
状
態

「
１
」
早
急
に
改
善
が
必
要
な

状
態
、
と
定
義
し
ま
し
た
。

　
評
価
の
結
果
、
図
②
の
と

お
り
、
４
つ
の
評
価
項
目
で

い
ず
れ
も
「
３
」 

概
ね
良
好

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

滝
沢
市
議
会
独
自
の

　
　
　
　
　

 「
議
会
評
価
」

出
来
上
が
っ
た
模
造
紙
の
一
部

意見を出し合う会場意見を出し合う会場

●激励を含んだコメント
・しだいに市民に近く感じてきた
・追認型だと思っていたが、変化
   していると感じた
・干支議会のアイデアは良い
●提案などを含んだコメント
・市民、議会、行政の三者で懇談会
   をやっては
・夜間会議、休日会議等のアイデアを
・フォーラムの内容は一般市民にも周知を
●更なる議会の努力を求めるコメント
・市民参加を増やし、もっと市民の声を聞いて
・各委員会が何をしているのかわからない
・自己評価「３」は甘く、要望しても反映されず、結果いつも同じ要望を
   しており、進まない

・若い人たちも議員になるために報酬は上げた方が良い
・現在の定数で効果的な委員会活動ができるか疑問
・議会評価で実績を示すのは良い
・現状の額は副業としてしか考えられない金額
・これからの議員は専業でないとこなせないのではないか
・定数を減らしすぎることは疑問
・財政面から「報酬増」の際は「定数減」とセット
・定数と報酬だけではなく、全体を見て判断が必要
・安いと思うがアップ時のリスクは大きい
・議会報告会のテーマにすべき
・市制移行の時に上げないと言っていたはず
・選挙後に改選議員が考えるべき
・追認型がまだ残っているので増の意味はない
・増は時代の流れに逆行する
・議員はボランティアでもよい

○現在の報酬では、副業がなければ食べていけない
のでは。専業化し、報酬を上げるべき。

○専業化に賛成。特に若者が参加できる議会、議員
のなり手の確保。報酬を増額し、「職業」として市
民の多くの意見を聞くために活動していただきた
い＝議員のレベルアップ。

○通年議会となり、専業化は分かる。そのため報酬
増も理解できる。だが、通年議会の成果は？　外
部評価は参考で、市民の評価が必要。

○議員の活動が見えない。
○財政難の折に、なぜ今更報酬の議論なのか？

○政策について議論し、しっかりと対案を
出せる議会に。賛否だけではだめ。

○さまざまな団体に足を運び、多様な声
を吸い上げ、提言に反映してほしい。

○提言型議会に賛成。そのためには議員
の専業化を。

○議会は、提言型でなくても良い。従来
の監視型で可。

求められる議会の役割時代背景
・国等の方針により、全国一律の
  行政サービスが展開

従来

・地方分権により、各地域の特性を
  活用した、独自の行政サービスが
  求められている

・無駄のない行政サービスが行われて
  いるかの監視

・地域の特性を活かすため、行政サー
  ビスが「市民の声を十分に反映した
  ものであるか」の監視

・政策は行政だけに任せず、議会も市
  民の声を聞き、上記が不十分な場合
  は議会が提言

「提言型」議会へ

+

+

近年

・方針に沿った無駄のない行政サービス
  が行われているかの監視
　　　　　　　　　　「監視型」が中心

・地方分権により、各地域の特性を ・無駄のない行政サービスが行われて

　　　　　　　　　　「監視型」が中心

評価の状態評価
理想像に達している
十分良好
概ね良好
改善が必要
早急に改善が必要

Ⅰ　市民参加

Ⅲ　意思決定
　　能力

Ⅱ　課題解決
　　能力Ⅳ　透明性

報酬額の検討
①本会議、委員会、議員派遣における議員活動
②協議又は調整の「場」における議員活動
③議会基本条例に規定する活動
④議会選出の公職としての用務
⑤上記①～④に付随する調査研究その他の活動
⑥市主催行事等への参加
⑦市民要望・市民相談に応じる活動
⑧その他の活動

5
4
3
2
1

5
4
3
2
1

議会の評価結果「議員報酬」の適切な額は？

時代の流れと議会の役割図①

図②図③

議
会
活
動

議
員
活
動

「通年議会」導入
後 の 議 会・議 員
活動の実績から、
適切な報酬額を
算定。

実績に見合う、適
切な報酬額は…

329,000円
【現行：293,000円】

自治会名 開催日 会　　場
いずみ巣子
ﾆｭｰﾀｳﾝ
滝沢ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ
鵜飼南
元村中央
元村東
川前
巣子
南巣子
長根
大釜上
大釜南
南一本木
北一本木
小岩井
鵜飼中央
あすみ野
篠木
大沢
元村北
滝沢ﾆｭｰﾀｳﾝ

5 月 24 日

5 月 26 日
5 月 27 日

5 月 28 日

5 月 28 日

5 月 29 日

5 月 29 日

5 月 29 日
6 月 1 日
6 月 1 日

6 月 2 日

6 月 3 日
6 月 3 日

いずみ巣子ﾆｭｰﾀｳﾝ集会所

ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ集会所
鵜飼地区コミュニティセンター

滝沢ふるさと交流館

滝沢勤労青少年ホーム

大釜地区コミュニティセンター

一本木地区コミュニティセンター

小岩井地区コミュニティセンター
下鵜飼集会所
あすみ野コミュニティホール

篠木多目的研修センター

元村集落センター
ニューシビックセンター




